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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材層および表面層を少なくとも二層以上含み、表面層が、細胞培養液と接する袋状容
器内面に配置されている内容物として細胞培養液を封入するための細胞培養用袋状容器で
あって、下記（１）～（４）の条件の全てを満たす細胞培養用袋状容器。
（１）　前記表面層は、撥水剤および熱可塑性樹脂を撥水剤：熱可塑性樹脂＝１：５～１
：１０００の質量比の範囲で含む撥水性材料からなる。
（２）　前記撥水剤が、ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロトリフルオロエチレン
、ポリフッ化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、フッ素含有アクリル共重合体、ポリオルガ
ノシロキサン基含有アクリル共重合体およびシリコーンオイルからなる群より選ばれる少
なくとも１種である。
（３）　前記撥水性材料用の熱可塑性樹脂が、ポリオレフィン、ポリシクロオレフィンお
よびエチレン－酢酸ビニル共重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種である。
（４）　前記基材層が、ポリオレフィン、ポリシクロオレフィンおよびエチレン－酢酸ビ
ニル共重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種を含む層である。
【請求項２】
　撥水剤が、フッ素含有アクリル共重合体、ポリオルガノシロキサン基含有アクリル共重
合体およびシリコーンオイルからなる群より選ばれる少なくとも１種である請求項１記載
の細胞培養用袋状容器。
【請求項３】
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　少なくとも基材層および表面層を含む二層以上の層からなり、表面層が細胞培養液と接
する袋状容器内面に配置されている内容物として細胞培養液を封入するための細胞培養用
袋状容器の製造方法であって、下記（１１）～（１５）の条件の全てを満たす製造方法。
（１１）　撥水剤および熱可塑性樹脂を撥水剤：熱可塑性樹脂＝１：５～１：１０００の
質量比の範囲で溶融混練し撥水性材料を用意する。
（１２）　前記撥水性材料と基材層用の熱可塑性樹脂とを成形し、前記撥水性材料からな
る表面層と基材層とを少なくとも含む袋状容器を形成する。
（１３）　前記撥水剤が、ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロトリフルオロエチレ
ン、ポリフッ化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、フッ素含有アクリル共重合体、ポリオル
ガノシロキサン基含有アクリル共重合体およびシリコーンオイルからなる群より選ばれる
少なくとも１種である。
（１４）　前記撥水性材料用の熱可塑性樹脂が、ポリオレフィン、ポリシクロオレフィン
およびエチレン－酢酸ビニル共重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種である。
（１５）　前記基材層用の熱可塑性樹脂が、ポリオレフィン、ポリシクロオレフィンおよ
びエチレン－酢酸ビニル共重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種である。
【請求項４】
　撥水剤が、フッ素含有アクリル共重合体、ポリオルガノシロキサン基含有アクリル共重
合体およびシリコーンオイルからなる群より選ばれる少なくとも１種である請求項３記載
の細胞培養用袋状容器の製造方法。
【請求項５】
　撥水性材料と基材層用の熱可塑性樹脂との成形が、インフレーション成形、Ｔダイフィ
ルムによる成形、およびブロー成形からな群より選ばれる少なくとも１種の成形方法であ
る、請求項３または４記載の細胞培養用袋状容器の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、細胞培養用袋状容器及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　再生医学を行う手法として、臓器組織培養、細胞培養の利用、自己組織誘導の研究など
がある。将来的には遺伝子操作をした豚などの体内で人間の臓器を養殖するという手法も
考えられている。自己組織誘導については、細胞と、分化あるいは誘導因子（シグナル分
子）と、足場の３つを巧みに組み合わせることによって、組織再生が可能になるとみられ
ており、従来の材料による機能の回復（工学技術にもとづく人工臓器）には困難が多く限
界があること、臓器移植医療が移植適合性などの困難を抱えていることから、再生医学に
は大きな期待が寄せられている。このような再生医療研究等に使用される細胞培養用容器
として、ガラス製や合成樹脂製のフラスコ又はシャーレが使用されていることが知られて
いるが、大量生産には不向きであることや輸送や廃棄の容易さから、袋状容器（バック）
の開発が進められている。そのようなものとしては、例えば、ポリ（エチレンブチレン）
ポリスチレンブロック共重合体等からなるポリマーアロイから形成された細胞培養用バッ
クが報告されている（特許文献１）。
【０００３】
　細胞培養用容器には優れた細胞増殖能が求められることから、例えば、特許文献２には
、フッ素ガスによって容器表面の一部がフッ素置換されたポリエチレン製容器が開示され
ている。しかし、特許文献２に記載された技術では、毒性の高いフッ素ガスを使用しなけ
ればならないことや、短期間での細胞接着の抑制効果は認められるものの、フッ素ガス処
理後のポリマーシート表面が経時で徐々に親水性に変化してしまい、長期間での抑制効果
に劣るという問題があった。
　また、特許文献３には、支持体上に含フッ素ポリマー等を含む表面層を有する細胞培養
器材が開示されている。しかし、特許文献３に記載された技術は、専ら含フッ素ポリマー
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等を含む溶液をキャスト法等によってウェルプレート上に表面層を形成しているものであ
り、表面層を形成する際の残留有機溶剤が細胞の生存に悪影響を及ぼす懸念があるだけで
なく、袋状容器として必要な酸素ガス透過性、冷蔵保存性、透明性、ヒートシール性とい
った細胞培養袋状容器に必要とされる特性が不十分であるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平３－６５１７７号公報
【特許文献２】特開２００５－２１８４４４号公報
【特許文献３】国際公開公報ＷＯ２０１６／１２１９９４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、長期間の細胞培養でも、抗体タンパクの吸着性が抑
制でき、細胞の増殖を阻害しない細胞接着性の低い表面性状を有し、冷蔵保存性、透明性
、ヒートシール性、遮光性に優れた細胞培養用袋状容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、上記課題を解決するため鋭意検討を行った結果、本発明を完成するに至っ
た。すなわち、本発明の実施態様は、内容物として細胞培養液を封入するための細胞培養
用袋状容器であって、袋状容器内面の細胞培養液と接する表面が、撥水剤および熱可塑性
樹脂を含んでなる撥水性材料からなり、撥水剤と熱可塑性樹脂との質量比が、撥水剤：熱
可塑性樹脂＝１：５～１：１０００の範囲内である細胞培養用袋状容器である。（ただし
、熱可塑性樹脂は撥水剤を除く。）
【０００７】
　また、本発明の実施態様は、撥水剤が、ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロトリ
フルオロエチレン、ポリフッ化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、フッ素含有アクリル共重
合体、ポリオルガノシロキサン基含有アクリル共重合体およびシリコーンオイルからなる
群より選ばれる少なくとも１種である上記細胞培養用袋状容器である。
【０００８】
　また、本発明の実施態様は、撥水剤が、フッ素含有アクリル共重合体、ポリオルガノシ
ロキサン基含有アクリル共重合体およびシリコーンオイルからなる群より選ばれる少なく
とも１種である上記細胞培養用袋状容器である。
【０００９】
　また、本発明の実施態様は、熱可塑性樹脂が、ポリオレフィン、ポリシクロオレフィン
およびエチレン－酢酸ビニル共重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種である上記
細胞培養用袋状容器である。
【００１０】
　また、本発明の実施態様は、細胞培養用袋状容器が、少なくとも基材層および表面層を
含む二層以上の積層からなり、表面層が、袋状容器内面に配置されており、表面層を構成
する材料が、撥水性材料である上記細胞培養用袋状容器である。
【００１１】
　また、本発明の実施態様は、基材層が、ポリオレフィン、ポリシクロオレフィンおよび
エチレン－酢酸ビニル共重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種を含む層である上
記細胞培養用袋状容器である。
【００１２】
　また、本発明の実施態様は、上記細胞培養用袋状容器の製造方法であって、撥水剤およ
び熱可塑性樹脂を含んでなる撥水性材料を溶融混練して成形する細胞培養用袋状容器の製
造方法である。
【００１３】
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　また、本発明の実施態様は、内容物として細胞培養液を封入する細胞培養用袋状容器を
形成するため撥水性材料であって、袋状容器内面の細胞培養液と接する表面が、撥水剤お
よび熱可塑性樹脂を含んでなる撥水性材料からなり、撥水剤と熱可塑性樹脂との質量比が
、撥水剤：熱可塑性樹脂＝１：５～１：１０００の範囲内である撥水性材料である。（た
だし、熱可塑性樹脂は撥水剤を除く。）
【発明の効果】
【００１４】
　本発明により、長期間の細胞培養でも、抗体タンパクの吸着性が抑制でき、細胞の増殖
を阻害しない細胞接着性の低い表面性状を有し、冷蔵保存性、透明性、ヒートシール性、
遮光性に優れた細胞培養用袋状容器を提供することができるようになった。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明について説明する。尚、本明細書では、「細胞培養用袋状容器」を単に「
袋」と略記することがある。また、「（メタ）アクリル」とは、アクリルおよび／または
メタクリルを意味する。本発明は、内容物として細胞培養液を封入するための細胞培養用
袋状容器であって、袋状容器内面の細胞培養液と接する表面が、撥水剤および熱可塑性樹
脂を含んでなる撥水性材料からなり、撥水剤と熱可塑性樹脂との質量比が、撥水剤：熱可
塑性樹脂＝１：５～１：１０００の範囲内であることを特徴とする。
【００１６】
（撥水剤）
　撥水剤は、本発明の課題を解決できるものであれば、特に制限はないが、表面層の撥水
性を発現し易いフッ素樹脂および／またはシリコーン樹脂が好ましく、ポリテトラフルオ
ロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ）、ポリフッ化
ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリフッ化ビニル（ＰＶＦ）、フッ素含有アクリル共重合体、
ポリオルガノシロキサン基含有アクリル共重合体、シリコーンオイルがより好ましく、フ
ッ素含有アクリル共重合体、ポリオルガノシロキサン基含有アクリル共重合体、シリコー
ンオイルが更に好ましい。
【００１７】
　フッ素含有アクリル共重合体とは、フッ素含有単量体とアクリル単量体との共重合体を
指し、含フッ素セグメントグメントとアクリルセグメントとを有するブロック共重合体で
あることが好ましい。ここで、含フッ素セグメントとは、含フッ素単量体を含むセグメン
ト（部分構造）である。含フッ素単量体としては、パーフルオロアルキル基を有する単量
体であることが好ましく、炭素数４～８のパーフルオロアルキル基を有する単量体である
ことがより好ましい。一方、アクリルセグメントとは、アクリル系単量体を含むセグメン
ト（部分構造）である。ここでアクリル系単量体とは、アクリル単量体およびメタクリル
単量体を包含することを意味する。そのようなアクリル系単量体としては、（メタ）アク
リル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリ
ル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ドデシル、（メタ）アクリル酸ヘキサデシル、（メ
タ）アクリル酸オクタデシル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル等の（メタ）アク
リル酸アルキルエステル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル等の（メタ）アクリル酸シ
クロアルキルエステル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシエチル、（メタ） アクリル酸ヒ
ドロキシブチル等の（メタ）アクリル酸ヒドロキシアルキルエステル、（メタ）アクリル
酸グリシジル、（メタ） アクリル酸ベンジル、（メタ）アクリルアミド等が挙げられる
。フッ素含有アクリル共重合体の具体例としては、日油社製モディパーＦシリーズ（Ｆ６
０６、Ｆ２０６、Ｆ２４６、Ｆ９０６、Ｆ３６３６、Ｆ２２６等）等が挙げられる。
【００１８】
　ポリオルガノシロキサン基含有アクリル共重合体とは、ポリオルガノシロキサン基含有
単量体とアクリル単量体との共重合体を指し、含ポリオルガノシロキサン基セグメントグ
メントとアクリルセグメントとを有するブロック共重合体であることが好ましい。ここで
、含ポリオルガノシロキサン基セグメントとは、含ポリオルガノシロキサン基単量体を含
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むセグメント（部分構造）である。含ポリオルガノシロキサン基単量体としては、含ポリ
メチルシロキサン基単量体またはそのメチル基が一部水素原子で置換された変性体である
ことが好ましい。一方、アクリルセグメントとは、上記フッ素含有アクリル共重合体にお
けるアクリルセグメントと同義である。フッ素含有アクリル共重合体の具体例としては、
日油社製モディパーＦＳシリーズ（ＦＳ７００、ＦＳ７１０、ＦＳ７２０、ＦＳ７３０、
ＦＳ７７０等）等が挙げられる。
【００１９】
　シリコーンオイルとは、２５℃で液体であるポリオルガノシロキサンを指す。ここで、
ポリオルガノシロキサンとしては、ジメチルポリシロキサン、メチルハイドロジェンポリ
シロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、アルキル変性シリコーン、アミノ変性シリ
コーン、エポキシ変性シリコーン、カルボキシル変性シリコーン、メルカプト変性シリコ
ーン、クロロアルキル変性シリコーン、アルキル高級アルコール変性シリコーン、アルコ
ール変性シリコーン、ポリエーテル変性シリコーン等が挙げられる。シリコーンオイルの
具体例としては、信越化学工業社製シリコーンオイルであるＫＦ－９９（メチルハイドロ
ジェンシリコーンオイル）、ＫＦ－９６（ジメチルシリコーンオイル）等が挙げられる。
【００２０】
　ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴ
ＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリフッ化ビニル（ＰＶＦ）の具体例とし
ては、ダイキン工業社製のルブロンシリーズ（ＰＴＦＥ）、ダイキン工業社製のネオフロ
ンＰＣＴＦＥシリーズ（ＰＣＴＦＥ）、ダイキン工業社製のネオフロンＰＶＤＦシリーズ
（ＰＶＤＦ）、デュポン社製のTedlar（登録商標）ＰＶＦ（ＰＶＦ）等が挙げられる。
　撥水剤は、数平均分子量が２０００以上１００００００万以下であることが好ましい。
　また、撥水剤は、単独で用いても良いし、２種以上を組み合わせて用いても良い。
【００２１】
（熱可塑性樹脂）
　熱可塑性樹脂は、ポリ塩化ビニル、ポリスチレン、ポリエチレンテレフレート、ポリオ
レフィン等の熱可塑性樹脂が挙げられるが、ポリオレフィン、ポリシクロオレフィン、エ
チレン－酢酸ビニル共重合体が好ましい。ポリオレフィンの具体例としては、低密度ポリ
エチレン（ＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）等のポリエチレン、ポリプロピ
レン（ＰＰ）、ポリ（４－メチルペンテン）等が挙げられる。ポリオレフィンの中でも、
高圧重合法で製造される直鎖状低密度ポリエチレンが好ましく、具体例としては、東ソ―
社製のポリエチレンのニポロン―Ｚグレード：ＴＺ２５０Ｂ；日本ポリエチレン社製のＵ
Ｆ４２０、ＵＦ４２１等が挙げられる。また、エチレン－酢酸ビニル共重合体としては、
エチレン－酢酸ビニル共重合体およびエチレン－酢酸ビニル共重合体のケン化物が挙げら
れる。熱可塑性樹脂は、数平均分子量が２０００以上１００００００万以下であることが
好ましい。また、熱可塑性樹脂は、単独で用いても良いし、２種以上を組み合わせて用い
ても良い。
【００２２】
（撥水性材料）
　本明細書でいう撥水性材料とは、撥水剤および熱可塑性樹脂を含んでなり、撥水剤と熱
可塑性樹脂との質量比が、撥水剤：熱可塑性樹脂＝１：５～１：１０００の範囲内である
ものを指す。このような配合比率をとることによって、本発明が解決しようとする課題を
解決できるものである。撥水性材料中の撥水剤と熱可塑性樹脂との質量比は、撥水剤：熱
可塑性樹脂＝１：５～１：１００が好ましく、１：１０～１：１００が好ましい。撥水性
材料の製造は、特に限定されるものではない。例えば、撥水剤と熱可塑性化樹脂とを混合
し、ヘンシェルミキサーやタンブラー、ディスパー等で混合しニーダー，ロールミル，ス
ーパーミキサー，ヘンシェルミキサー，シュギミキサー，バーティカルグラニュレーター
，ハイスピードミキサー，ファーマトリックス，ボールミル，スチールミル，サンドミル
，振動ミル，アトライター，バンバリーミキサーのような回分式混練機、二軸押出機、単
軸押出機で混合や溶融混練し、ペレット状、粉体状、顆粒状あるいはビーズ状等の形状の
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撥水性材料を得ることができる。これらはしばしば、マスターバッチまたはコンパウンド
と呼ばれる。本発明では、二軸押出機による溶融混錬して製造することが好ましい。
【００２３】
（表面層）
　本発明の細胞培養用袋状容器中で細胞培養液と接する表面層は、上記撥水剤と熱可塑性
樹脂とを含有する撥水性材料からなる層である。また、表面層の厚みは、特に制限はない
が、概ね２０～２００μｍが好ましく、シート状であることが好ましい。表面層は、後述
する基材層と同時に成形して作成しても良いし、別途作製した基材層と貼り合わせても良
い。成形方法としては、カレンダー成形、インフレーション成形、Ｔダイフィルムによる
成形、ブロー成形、ラミネート等が挙げられる。
【００２４】
（基材層）
　基材層は、細胞培養用袋状容器を作成できるものであれば特に制限はなく、上述した表
面層で使用される熱可塑性樹脂と同じものを使用することができる。特に、ポリオレフィ
ン、ポリシクロオレフィン、エチレン－酢酸ビニル共重合体は、酸素透過性が優れている
ため、好ましく使用することができる。また、基材層の厚みは、特に制限はないが、概ね
２０～２００μｍが好ましく、シート状であることが好ましい。基材層は、上述した表面
層と同時に成形して作成しても良いし、別途作製した表面層と貼り合わせても良い。成形
方法としては、表面層と同じ成形方法が挙げられる。
【００２５】
（細胞培養用袋状容器）
　本発明の細胞培養用袋状容器は、上記シートを袋状にした容器であり、細胞液を導入、
導出するポートをそれぞれ設けることが、取り扱いの上で好ましい。容器を構成するシー
トは、表面層のみからなる単層であってもよいし、基材層および表面層を含む二層以上を
含む積層シートであってもよいが、酸素ガス透過性や強度面から、二層以上を含む積層シ
ートであることが好ましい。シートの厚みは、１０～５００μｍが好ましいが、各層の厚
みは、特に制限されるものではなく、用途に応じて適宜変更することができる。シートを
袋状にして容器を作成する場合、ヒートシール法によりシートを熱融着して容器を作成す
ることが好ましい。
【００２６】
（細胞培養）
（細胞）
　上記製造方法によって得られた細胞培養用袋状容器を用いた細胞培養は、常法に従って
実施できる。培養できる細胞は、臍帯血細胞、造血幹細胞、リンパ球細胞、ハイブリドー
マなどの浮遊細胞、肝細胞などの臓器を形成する足場非依存性細胞等が挙げられる。
（培地）
　用いることができる培地としては、当業者に良く知られた基礎培地を用いることができ
、イーグルＭＥＭ培地、ＤＭＥＭ培地、ＲＰＭＩ１６４０ 、ＨａｍＦ１０培地、Ｈａｍ
Ｆ１２培地等が挙げられる。
【実施例】
【００２７】
　以下、実施例により本発明をさらに具体的に説明するが、以下の実施例は本発明を何ら
制限するものではない。なお、実施例における、「部」および「％」は、それぞれ「質量
部」および「質量％」を意味する。表１に実施例等で使用した材料を示す。
【００２８】
［実施例１］
撥水剤Ａ１部と熱可塑性樹脂Ａ１０００部とをスーパーミキサー（ カワタ社製）に投入
し、２５℃にて３分間撹拌して混合物を得た。次いで、この混合物を二軸押出し機(日本
プラコン社製)に投入し、１６０℃で溶融混練して押し出し、ペレタイザーでカットする
ことで、コンパウンド状の撥水性材料を得た。次に、表面層となる材料として上記コンパ
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ウンド状の撥水性材料、基材層となる材料として熱可塑性樹脂Ｂを用い、１６０℃で水冷
式共押出インフレーション成形機により、表面層と基材層とを有する筒状の積層シートを
製造した。その際、表面層の厚さが５０μｍ、基材層の厚さが５０μｍとなるような条件
で成形した。この積層シートを１０ｃｍ角に切断した。次いで、細胞懸濁液の流入ポート
および流出ポートを設けた配置にして表面層が袋状容器の内側となるように２枚の積層シ
ートを重ね合わせ、積層シートの縁部をヒートシール法により密着させて細胞培養袋状容
器を作成した。
【００２９】
［実施例２～６３、比較例１～３］
　表面層および基材層を構成する撥水剤および熱可塑性樹脂の種類と配合、ならびに表面
層および基材層の厚みが表２に示すように成形条件を変更した以外は、実施例１と同様に
して、細胞培養袋状容器をそれぞれ作成した。尚、実施例４、９、１３、１８、２２、２
７、３１、３６、４０、４５、４９、５４、５８、６３および比較例１は、コンパウンド
状の撥水性材料のみ使用して作製した基材層を有さない単層シートの細胞培養袋状容器で
あるが、表２中では、便宜上、表面層として記載していることを断っておく。
【００３０】
（評価）
　上記で得られた細胞培養用袋状容器を、以下に示す評価方法に従い評価を行った。評価
結果を表２～４に示す。
評価項目１．＜水との接触角＞
　上記シートの表面層における水との接触角を、ＪＩＳＫ６７８８（ ＩＳＯ８２９６）
の方法に基づいて測定した。
評価項目２．＜有機溶剤残存量測定＞
　上記シート１０ｃｍ角を測定用試料に用いて、ガスクロマトグラフＧＣ－８Ａ（島津製
作所社製、ＦＩＤ検出器使用、キャリアーガス：窒素、カラム充填物質（ジーエルサイエ
ンス社製）：ＰＥＧ－ＨＴ（５％）－ＵＮＩＰＯＲＴ  ＨＰ（６０／８０メッシュ）、カ
ラムサイズ：直径３ｍｍ×３ｍ、試料投入温度（インジェクション温度）：１５０℃、カ
ラム温度：６０℃、内部標準物質：ｎ‐ブタノール）を用いて有機溶剤の残存量を求め、
以下の基準で評価した。
○：有機溶剤の残存量が１ｐｐｍ以下である。良好。
×：有機溶剤の残存量が１ｐｐｍ以上である。不良。
【００３１】
評価項目３．＜酸素ガス透過性＞
　上記シートについて、ＪＩＳＫ７１２６－２（差圧法）に準じて２３℃での酸素透過度
（ｃｃ／ｍ2・２４ｈｒ・ａｔｍ）を測定した。酸素透過度が大きいものほど良好であり
、以下の基準で評価した。
評価基準：
◎：酸素透過度が２０ｃｃ／ｍ2・２４ｈｒ・ａｔｍ以上である。極めて良好。
○：酸素透過度が１０ｃｃ／ｍ2・２４ｈｒ・ａｔｍ以上、２０ｃｃ／ｍ2・２４ｈｒ・ａ
ｔｍ未満である。良好。
△：酸素透過度が１ｃｃ／ｍ2・２４ｈｒ・ａｔｍ以上、１０ｃｃ／ｍ2・２４ｈｒ・ａｔ
ｍ未満である。使用可能。
×：酸素透過度が１ｃｃ／ｍ2・２４ｈｒ・ａｔｍ未満である。不良。
【００３２】
評価項目４．＜透明性＞
　上記シートについて、紫外分光光度計を用いて,４５０ｎｍにおける光透過率を測定し
た。光透過率が高いほど透明性が良好であり、以下の基準で評価した。
◎：光透過率が９５％以上である。極めて良好。
○：光透過率が９０％以上、９５％未満である。良好。
△：光透過率が８５％以上、９０％未満である。使用可能。
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×：光透過率が８５％以下。不良。
【００３３】
評価項目５．＜抗体タンパク吸着性＞
（試験条件）
プレート：９６ウェルプレート
酵素、抗体：ＨＰＲ-ＩｇＧ(ＨＯＲＳＥＲＡＤＩＨ　ＰＥＲＯＸＩＤＡＳＥ　ＩＭＭＵＮ
ＯＧＬＯＢＵＬＩＮＧ) 
染色液：ＴＭＢＺ(３,３',５,５'-テトラメチルベンジジン)
反応停止液：ＳｔｏｐＳｏｌｕｔｉｏｎ　タカラバイオ社製　ＷＡＳＨ　ａｎｄ　Ｓｔｏ
ｐ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｆｏｒ　ＥＬＩＳＡ　Ｗｉｔｈ　Sｏｌｕｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｅ
ＬＩＳＡ　ｗｉｔｈｏｕｔ　Ｓｕｌｆｕｒｉｃ　Ａｃｉｄ使用
測定機器：ＭＩＴＨＲＡＳ２　ＬＤ９４３－Ｍ２Ｍマイクロプレートリーダー
（手順）
１．細胞培養用袋試料を１１ｍｍ角にカットし、ＰＢＳで１００００倍希釈したＨＰＲ-
ＩｇG溶液１ｍｌずつに浸漬させた。
２．室温で１時間インキュベートした。
３．ＰＢＳ-Ｔ(０．１％ Ｔｗｅｅｎ２０)を用いて各ウェルを４回洗浄した。
４．ＴＭＢＺ溶液を各ウェルに１mlずつ分注し、室温で１０分間インキュベートする。
５．ＳｔｏｐＳｏｌｕｔｉｏｎを各ウェルに１ｍｌずつ分注後、４５０ｎｍ(副波長６５
０ｎｍ)の吸光度Aλを測定した。吸光度Aλが小さいほど良好であり、以下の基準で評価
した。
評価基準：
◎：吸光度Aλ≦０．２。極めて良好。
○：０．２＜Aλ≦０．６。良好。
△：０．６＜Aλ≦０．８。使用可能。
×：０．８＜Aλ。不良。
【００３４】
評価項目６．＜細胞増殖倍率＞
　ヒト白血病細胞株のＭＯＬＴ－４細胞を懸濁した１０％牛胎児血清を含んだＲＰＭＩ１
６４０培地（ＭＯＬＴ－４細胞株の播種濃度：１.０×１０5ｃｅｌｌｓ／ｍｌ）５ｍｌを
それぞれ加え、３７℃／５％二酸化炭素／９９％ＲＨ（相対湿度）で１４日間培養を行い
、袋状容器から培養液の一部をサンプリングし、ヘモサイトメーターにより袋内の細胞濃
度、細胞増殖倍率（評価結果を表３に示す）を算出した。細胞増殖倍率が大きいほど良好
であり、以下の基準で評価した。
評価基準：
◎：細胞増殖倍率＞３０倍。極めて良好。
○：２６倍≦細胞増殖倍率≦３０倍。良好。
△：２１倍＜細胞増殖倍率≦２６倍。使用可能。
×：細胞増殖倍率≦２１倍。不良。
【００３５】
評価項目７．＜冷蔵庫保存性＞
　上記細胞培養袋状容器を５℃の冷蔵庫に移し、一年間保管した。下記に示す基準で細胞
培養袋状容器の表面層の状態を視覚により判定した。ひび割れの大きさが小さく、ひび割
れの数が少ないものほど良好であり、以下の基準で評価した。
評価基準：
◎：ひび割れがない。極めて良好。
○：長さ１ｍｍ未満の小さなひび割れが４箇所以下認められる。良好。
△：長さ１ｍｍ未満の小さなひび割れが５箇所以上１０箇所以下認められる。使用可能。
×：長さ１ｍｍ未満の小さなひび割れが１１箇所以上認められる。または長さ１ｍｍ以上
の大きなひび割れが認められる。不良。
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評価項目８.＜ヒートシール強度＞
　上記シートの表面層同士を接触させた状態で、１４０℃、０．４ＭＰａ、および１秒間
の条件下でヒートシールを行い、試験片を作製した。この試験片を用いて「インストロン
３３４５」（インストロン社製）にて、３００ｍｍ／分の条件下にて、ＪＩＳ Ｋ６８５
４‐２に基づいて１８０°剥離試験を行った。得られた剥離力をヒートシール強度とした
。ヒートシール強度が大きいものほど良好であり、以下の基準で評価した。
評価基準：
◎：ヒートシール強度＞７０Ｎ／２５ｍｍ。極めて良好。
○：４０Ｎ／２５ｍｍ≦ヒートシール強度≦７０Ｎ／２５ｍｍ。良好。
△：２５Ｎ／２５ｍｍ＜ヒートシール強度≦４０Ｎ／２５ｍｍ。使用可能。
×：ヒートシール強度≦２５Ｎ／２５ｍｍ。不良。
評価項目９．＜遮光性＞
　Ｄ６５標準光源の照射下で上記の細胞増殖倍率と同じ方法及び基準で評価を行った。
【００３７】
　表２～４より明らかな通り、実施例の袋は、いずれも、表面層の水接触角が大きく（撥
水性が高く）、有機溶剤含有量がない袋であり、酸素ガス透過性、透明性、抗体タンパク
吸着性、細胞増殖倍率、冷蔵庫保存性、ヒートシール性、遮光性に優れていることが明ら
かとなった。特に、撥水剤として、フッ素含有アクリル共重合体、ポリオルガノシロキサ
ン基含有アクリル共重合体、シリコーンオイルを使用した例では、これらの評価結果が極
めて優れていることが明らかとなった。
【００３８】
　これに対して、比較例１に用いた細胞培養用袋は、表面層に撥水剤を有していないため
、抗体タンパク吸着性と細胞増殖倍率、遮光性が著しく悪化した。また、比較例２の袋は
、十分な疎水性表面を形成することができなかったため、抗体タンパク吸着性、細胞生存
率、遮光性が著しく悪化した。理由として、袋内部表面の疎水性が不十分であったことが
原因ではないかと思われる。比較例３の袋は、透明性、抗体タンパク吸着性、細胞増殖倍
率、ヒートシール性、遮光性が不要であった。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
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【表２】

【００４１】
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【表２】

【００４２】
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【表３】

【００４３】
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【表４】

【要約】
【課題】
　長期間の細胞培養でも、抗体タンパクの吸着性が抑制でき、細胞の増殖を阻害しない細
胞接着性の低い表面性状を有し、冷蔵保存性、透明性、ヒートシール性、遮光性に優れた
細胞培養用袋状容器を提供すること。
【解決手段】
　内容物として細胞培養液を封入するための細胞培養用袋状容器であって、袋状容器内面
の細胞培養液と接する表面が、撥水剤および熱可塑性樹脂を含んでなる撥水性材料からな
り、撥水剤と熱可塑性樹脂との質量比が、撥水剤：熱可塑性樹脂＝１：５～１：１０００
の範囲内である細胞培養用袋状容器。



(15) JP 6206612 B1 2017.10.4

【選択図】なし



(16) JP 6206612 B1 2017.10.4

10

フロントページの続き

    審査官  川合　理恵

(56)参考文献  国際公開第２０１６／１２１９９４（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００３－０７９３６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２８９２３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６３－１９８９７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１５／１６３０４３（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平１１－０２８０８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０３－０６５１７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２１８４４４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ１２Ｍ　　　１／００－３／１０
              ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
              ＣＡｐｌｕｓ／ＭＥＤＬＩＮＥ／ＥＭＢＡＳＥ／ＢＩＯＳＩＳ（ＳＴＮ）
              　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	overflow

